
No.38 バスケットゴールについて                    （令和 7年 3月受付） 

内容  町にバスケットゴールがほしいです。クラブや部活などでもバスケを

やっている人がたくさんいるので、町にゴールがあると幅広い世代が楽

しむことができるからです。小学校でもバスケとサッカーをやっている

ので、中学校にもバスケ部とサッカー部がほしいです。 

回答 お手紙をありがとうございます。バスケットボールが大好きな思いの

伝わるメッセージ、とても嬉しかったです。たくさんの人がバスケット

を楽しんでいることは、町としてもとても素敵なことだと思っていま

す。 

まず、知っておいてほしいのは、大多喜町の中には上瀑ふれあいセン

ター体育館と B&G海洋センター体育館にバスケットコートがあります。 

これらの施設は、皆さん誰でも利用できるようになっているので、ぜ

ひお友達と一緒に遊びに来てください。 

それから、町ではこれからアーバンスポーツをもっと楽しくしていこ

うという計画があります。知っているかもしれませんが、町には３×３

バスケットボールのプロチームもあって、さらに盛り上がりそうです。

もしかすると３×３バスケットの専用コートもできるかもしれません。

楽しみにしていてください。 

お友達ともっと楽しくバスケットボールをできるように、町としても

頑張っていきます。これからもいろいろなアイディアを教えてくださ

い。 

次に中学校での部活動について、自分たちが今まで教わってきて上手

になったサッカーやバスケットボールを、学校での仲間と一緒に練習し

さらに上手になり、続けていきたいという気持ちはとても素晴らしいこ

とだと思います。 



 今、子ども達が、日本全体で減ってきており、大多喜中学校でも１

０年後には生徒が現在の半分くらいになると言われています。現在の部

員数が少ない中で部活動を実施している現状では大多喜中学校で新たな

部活動を作ることは大変難しいと思います。 

 今町では、学校部活動を学校以外の地域のクラブチームにその指導

をしていただくことや子どもから高齢者までの方々がそれぞれの志向・

レベルに合わせて参加できる総合型地域スポーツクラブの推進を図って

いますので、これから新たな地域クラブができれば参加していただきた

いと思います。 

今後ますますのご活躍をお祈り申し上げまして町長への手紙のご回答

といたします。 

 


